
 荒川区南千住6-61-4    03-5604-5908
＊Webサイトでの販売が中心となります。
ご来店の方はお問い合わせください。
  https://boo-foo-woo.net/
https://www.instagram.com/
boofoowoo123/

赤ちゃんを健やかに育てる
なが～い友だち“木のおもちゃ”

5    木のおもちゃBooFooWoo
 ブーフーウー

赤ちゃんにやさしく、ぬくもりを感じる。
そして永く世代を超えて傍らにいる。そ
んな木のおもちゃと遊びを通して、子
供の独創性や知力を育むショップです。
親子イベントも企画中。興味のある方
はインスタグラムをフォローしてみては。

（左から）いろはタワー5,500円、どんぐりころころ1,650円、どんぐりきのこ赤･青･黄 
各1,980円、どんぐりの坂2,530円、音色スロープ16,500円。絵本なども取り扱っています。

◀  奥様 にしぼり みほこ さん、代表 船川 諒 さん、
詩（うた）ちゃん、猫のチャコ

4   おでん居酒屋
さかちゃんち

春夏秋冬、おでんは美味しい！
この価格で、この味は推しです
一年中美味しいおでんが食べられる！ 
お店。やさしくしっかりした出汁と、丁
寧に仕込んだ味しみ抜群の具。その他
にも店長が腕と工夫を凝らした料理が
満載です。しかも料理も飲物もリーズ
ナブル。女性だけでも気軽に入れる、
明るい雰囲気のお店です。

おでんは2品326円（組合せは自由）、手羽先の唐揚げ326円。料理は全品326円、
飲物もビール含め全品326円。カウンターの他、座敷席あり。テイクアウトは10％引。

◀  店長 緑川 拓弥 さん

 荒川区南千住7-2-2 
 03-6806-6650
  16：00～24：00　   無休   

＊状況により営業時間等が変更となる場合が
ありますのでHPまたはお店までご確認ください。
  https://www.oden-sakachanchi.com/

タワーマンションなど、再開発が進む駅の周辺。その新しい顔を包みこむように、
素盞雄神社や多くの古刹と共に昔からの人々の住まいが立ち並ぶ。
ここは、時の壁を行き来するまちなのです。

南千住駅西側

歴史と文化とともに
日々の暮らしが流れるまち

vol.157

 荒川区南千住6-59-19 
  11：30～14：30（L.O.14：00）
17：00～23：00（L.O.22：30）　  月

＊状況により営業時間等が変更となる場合が
ありますのでお店までご確認ください。

“トゥクトゥク”に乗って
気軽にタイまで行ってみない！？

2   SOL BANGKOK
 ソル バンコク

訪れる人にタイに来た気分に染まって
欲しい！ タイ出身のシェフが作る本場
の料理の味はもちろん、店内や流れる
映像もタイ一色。さらに予約すれば近
隣の駅までトゥクトゥクで送迎。ここに来
れば、もうエスニックのトラベラーです。

ランチ4種セット1,500円／グリーンカレー、レッドカレー、ガパオ、トムヤンクンスープ、
生春巻き、ライス、デザート。この充実度でこのお値段！ 本格的な味をぜひお試しあれ。

◀  （左から）シェフ モン さん、
ご主人 エルメス さん、代表 高山 恵美 さん

 荒川区南千住5-36-11
 03-3801-6958
  10：00～18：30　  水　
  https://www.facebook.com/
ookurayatofuten/

デザート豆腐“蜜やっこ”220円、もめんとうふ210円、豆乳ドーナツ200円、殿様がんも
（桜えびとタマネギ入りの大判）260円、保冷バッグ400円（1,000円以上の購入で200円）。

3   大倉屋 昔ながらの技を守りながら、
進化し続ける老舗の豆腐屋さん
創業大正３年。佐賀の大豆フクユタカ
に天然にがりとミネラル水、昔ながら
の櫂寄せで手造りされる豆腐は、しっ
かりと大豆を感じる味。さらにユニーク
ながんもやハンバーグ、惣菜にデザー
トまで！ 伝統と革新で豆腐の可能性を
広げています。
◀ ４代目 石橋 忠 さん

1  素
す さ の お

盞雄神社
古からまちと人々に寄り添い続ける神様
御祭神、素盞雄（スサノオ）大神と飛鳥（アスカ）大神が、
この地に御鎮座されて1200年を超える由緒と歴史の
ある神社。荒川区内で最も広い６１ヶ町の氏子区域を有
しています。神社創建の４月８日「疫神祭」に、江戸時代
より伝わる災厄除け「桃の御守」ゆかりの花桃が見頃を
迎える２月下旬～４月上旬、「桃まつり」が開催されます。
また一年を通じて数多くの祭儀があり、６月の「天王祭」
は二天の神輿振りで大いに賑わいます。神社の祭りと
共に月日が流れていく…。このまちの人々は、歴史と文
化を肌で感じながら暮らしているのかもしれません。

 荒川区南千住6-60-1
  03-3891-8281
（8：30～18：00）
  https://susanoo.or.jp/

荒川ふるさと文化館
館長
松本 春佳さん

人々が紡いできた“文化”に触れる場所
荒川区は、太古から人々の暮らしが営
まれてきたところ。館内は、縄文時代の
遺跡からの出土品、中世･近世の古文
書や浮世絵、近代産業の発達を物語
る資料や昭和の生活空間に加え、芭蕉
と奥の細道の紹介など、区の歴史がよ
く分かる展示になっています。企画展で
は、区に関わる様 な々テーマ――例えば
昨年は国重要無形民俗文化財「江戸
の里神楽」を西日暮里で伝承している
松本社中などの紹介もしています。
また文化財の保護・普及も館の大事な
業務。その大切な文化財のひとつが、
江戸時代から伝わる伝統工芸技術で
す。素晴らしい技術や作品に触れられ
る常設のギャラリーを職人さん達と協

力して運営したり、後継者となる若手職
人の育成を支援したりしています。
大切なものを守るためには、まず価値
を知ってもらう必要がある。ですから、
色 な々分野と連携したPR事業にも力を
入れています。正しい知識を伝えたいか
らこそ学芸員には内容の充実に専念し
てもらい、それを皆さんに知っていただ
くために汗をかくのが私の仕事。区民
も区外の方も、楽しめる施設です。

※価格はすべて税込です。
※ データは取材時のものです。内容が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※ 掲載店舗は通常マスク着用で営業していますが、撮影のため特別に外していただいています。

テイク
アウト
OK

テイク
アウト
OK

テイク
アウト
のみ

東京メトロ
日比谷線

つくば
エクスプレス

JR
常磐線

幕末に、福井藩主･松平春嶽の
懐刀として活躍するも、安政の
大獄により25歳の若さで無念
の刑死を遂げた橋本左内。
回向院にある墓を保護するため
昭和8年に建てられたお堂が、
平成21年に区に寄贈され、現在
の場所に移設されました。
（荒川区登録文化財）

橋本左内の墓 旧套
さや

堂

「行く春や 鳥啼き魚の 目は泪」
――松尾芭蕉が千住から「奥の
細道」に旅立つ時に詠んだ句を、
文政３年（1820）に江戸の著名
な文人達が素盞雄神社境内に
建碑したもの。
（荒川区指定文化財）

奥の細道
矢立初めの句碑

JR南千住駅前に立つ
ブロンズ像。区内在住の
彫刻家・平野千里氏作。

松尾芭蕉像

この辺りは江戸時代の刑場。
刑死者などの供養のため創ら
れたのが回向院です。吉田松陰、
橋本左内ら幕末の志士の墓所
もあり、またここでの腑分けに立
ち合って「解体新書」を翻訳した
杉田玄白らの記念碑も建てられ
ています。（＊荒川区指定史跡）

回向院（小塚原刑場跡＊）
 誌面で紹介したお店やスポットに

ターリーターキーの２人がおじゃまします！
あらぶんちょ散歩［南千住駅 西側］

YouTube

3月1日（月）～7日（日）
地デジ10ch 15：00～

11：00～、14：00～、
17：00～

地デジ11ch 
23：00～地デジ102ch 

「あらぶんちょ! チャンネル」
でも公開中!

テレ
ビも見てね！

太古から江戸、明治～
昭和…。タイムトリップ
するように、いろいろな
時代の面影に出会えるよ

あらかわ伝統工芸
ギャラリー 「彩る日常 
あらかわの技」第2期

 ～４月７日（水）
江戸から続く工芸技術を
受け継ぎ活躍する、職人の

伝統工芸品を展示。

桃まつり（2月下旬～4月上旬頃）
紅白の矢口桃から源平の咲き分け、照手の紅白、
純白の残雪しだれに菊桃まで種 が々咲き競います。

境内に咲く桃の花をお供えとして、
桃まつりの期間中、各所には氏子
崇敬者から奉納されたお雛様が
飾られます。

いにしえ

▲常設展示「復元家屋と路地」。
昭和41年のあらかわにタイムスリップ。

荒川区立 荒川ふるさと文化館
  荒川区南千住6-63-1
  観覧料100円
＊あらかわ伝統工芸ギャラリーは無料
  9：30～17：00
（展示室の入館は16：30まで）
  月（祝日の場合開館、翌日休館）、第2木曜

荒川ふるさと文化館 検索

※現在、荒川ふるさと文化館では新型
コロナウィルス感染症感染拡大防止
対策を行っています。開館状況につい
ては、お問い合せください。
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